『公益財団法人小田原文化財団』
＜目的＞

古典演劇から現代演劇までの伝承・普及を図り、古美術から現代美術に至る美術品等を保存・公開し、又これらのものの調査・研究を行うことで、伝統芸能を次世代へ継承しつつ、現代美術の振興発展に努め、時代・ジャンルを越えて芸術文化を振興することにより世界的な視野に立って我が国の文化の向上に寄与することを目的とする。

＜活動の内容＞

１．自然の中に設えた舞台を利用し古典演劇、現代演劇の企画、制作、公演及びその支援による普及振興。

２．杉本コレクションを核とした古代から現代までの美術品等の保存及び展示公開。

３．古代から現代に至るまでの、美術品、伝統建築及び庭園等の空間芸術に至るまでの時代・ジャンルを越えた芸術文化に関する調査・研究及びその普及振興のための研究会・講演会等の企画開催。
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杉本博司プロフィール
1948年東京生まれ。立教大学卒業後、1970年に渡米、1974年よりニューヨークに拠点を移し写真制作を開始。「劇場」「海景」などに代表される作品は、明確なコンセプトと卓越した技術で高い評価を確立し、世界中の美術館に収蔵されている。2008年には金沢21世紀美術館にて、自身の作品と古美術の収集品からなる「歴史の歴史」展を開催。近年は執筆、設計へも活動の幅を広げ、2008年には2冊目の論考集『現な象』（新潮社）が刊行。同年（株）新素材研究所を設立、2009年に開館したIZU PHOTO MUSEUM（静岡）の内装設計･造園を手掛ける。1988年毎日芸術賞、2001年ハッセルブラッド国際写真賞受賞。2009年第21回高松宮殿下記念世界文化賞を受賞。内外の古美術、伝統芸能に対する造詣の深さでも知られている。2010年秋の紫綬褒章を受章。


小田原市江之浦地区の相模湾を望む場所に計画されている観光資源鑑賞施設。

各施設は、美術品鑑賞の為のギャラリー棟、能舞台を含む三つの舞台、茶室、庭園、門、事務所棟などから構成される。各建築物は、我が国の建築様式、及ぴ工法の、各時代の特徴を取り入れてそれを再現し、「日本建築史美術館」としても機能するよう計画されている。
擁壁、造園等には根府川石、小松石など近隣で得られる素材を使用する。

名月門移築(中世室町時代)

通称「あじさい寺」として知られる鎌倉明月院の元正門を移築する。室町時代の遺構である名月門は、関東大震災で半壊した際、六本木の馬越家(大日本麦酒社長宅)正門として再興され、戦後根津家に寄贈移築された。平成18年根津美術館全面改築の為、根津家より当小田原文化財団に寄贈され、現在小田原市内に解体保存中である。

茶室「天正庵」再興(近世初頭桃山時代)

江之浦には秀吉の北条攻めの時に作ったとされる茶室「天正庵」跡が史跡として残されたことからその再興を図る。

能舞台(中世室町時代)

江戸期に再建された大膳神社能舞台をモデルとして古様な能舞台を再現する。

光学硝子能舞台(現代)

長さ三間、厚さ一寸五分の光学硝子を敷き詰めた舞台が、相模湾を背にして、海上に浮いているように作られる。

冬至光遥拝隧道(古代)

冬至を一年の節目として、巡り来る死と再生の契機として捉え、祭礼を行うことは、世界各地の古代文明に見られる。この施設は古代的神話空間を、現代演劇空間として再現しようとする試みである。12月21日の冬至の朝、その1日だけ太陽光は隧道を突き抜ける。隧道西側の出口には三間四方の平場の錘台が置かれる。

化石室(前歴史時代)

冬至光遥拝隧道の中間地点に拡幅された地下空間が作られ、壁にはカンブリア期を始めとする巨大化石類がはめ込まれる。採光は石室上部の天井に穿たれた穴に井戸

の四方枠が置かれ、井戸底の水を湛えたガラスをとおして水面に揺れる光が化石室内部に届く。

ギャラリー棟(現代)

海抜100メートル地点に長さ100メートルの展示空間を作る。空問内部は3メートル×3メートルの正方形の断面を持つ。採光は天井のスリットからの自然光、空調は自然の換気を基本とする。(2012年7月現在の計画)






